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ヒトにおける食行動の発達 
－ヒト以外の霊長類との比較から見えること－ 

 

東京大学    上 野 有 理 

 

はじめに 

 ヒトは実にさまざまなものを食べる。他の動物を見ても，これほど多種多様な食物資源を利用する

ものはいない。日々繰り返される食行動に，ヒトの特徴があらわれているといえる。 

 飽食といわれる現代の日本において，我々は簡単にさまざまな食物を手に入れることができる。い

っぽうで，偏食や，拒食症などの摂食障害，肥満症に代表される生活習慣病は，現代社会の抱える大

きな問題となっている。その背景にあるものとして，食生活の乱れが指摘され，近年，食育を推進す

る動きが活発化している。2005年には「食育基本法」が施行された。個々人の選択の幅が大いに広が

った今だからこそ，豊富な食物のなかから何を選び食べるのか，健全な食行動・食習慣をいかに育て

るかが重要だといえる。 

 そもそもヒトは，どのように食物を選び，食べるようになるのだろうか。ヒト以外の霊長類との違

いはどこにあるのだろうか。本稿ではまず，ヒトの子どもが食習慣を身に付ける過程について，先行

研究から得られる知見を紹介する。ついでヒト以外の霊長類における食行動の発達について，これま

でおこなわれた研究を概観する。ヒトとヒト以外の霊長類との比較を試み，食行動の比較発達研究に

ついて，今後の展望を論じたい。 

 

ヒトはどのように食物を選び，食べるようになるのか 

 我々は，食物そのものがもつ性質（栄養価や風味など）をもとに，その食物の好ましさを判断する。

食物は，それぞれ固有の味や匂いをもつ。それら，食物それ自体がもつ性質は，その食物への好まし

さを決める要因のひとつだ。たとえばヒトは，甘味にたいしては好的な反応を示し，苦味にたいして

は嫌悪の反応を示す。こうした味の違いを知覚する能力は，生後直後（もしくはそれ以前）から備わ

っており（Mennella and Beauchamp 1997参照），ヒト新生児は，甘味にたいして好的な表情表出を，

苦味にたいしては嫌悪の表情表出をする（Rosenstein and Oster 1988：Steiner 1979他）。ヒトは生

まれながらにして，味にたいする好ましさの軸をもっているのだ。また，食物を食べたときにおこる

生理的帰結も重要だ。たとえば，ある食物を食べ，その結果気分が悪くなり嘔吐をする。するとそれ

以降，その食物を拒絶し，食べなくなることがある。これらはいわば，他者とのかかわりを必要とし

ない，個々の経験にもとづく食物の選択といえる。 

 そのいっぽうで，生後から絶えず他者とかかわりをもちながら食物経験を積むヒトの子どもにとっ

て，食物への好みを形成していくうえで，他者から受ける影響は大きいと考えられている。発達の過

程で，子どもはどのように食物や他者とかかわり，食物への好みを形成していくのか，という観点か

ら，これまでさまざまな研究がおこなわれてきた（Birch 1987；Rozin 1988；1996参照）。養育者は
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子どものために食事を用意し，子どもに与える。子どもは離乳期からはじまり，その後長きにわたり，

養育者が用意した食物環境にさらされつづけ，そのなかで食物についての経験を積むことになる。特

定の食物を繰り返し経験するだけでも，その食物や食物のもつ風味への慣れを生じ，子どもはその食

物を好み食べるようになる（Birch and Marlin 1982；Pliner 1982）。離乳食も含め，長きにわたり

子どもに何を与えるかは，子どもの食物への好みを形づくるうえで重要だ。 

 どのように食事をするか，子どもに食物を与えるかもまた重要だ。たとえば新奇な食物を前にした

とき，親しい他者がそれを食べて見せると，子どもの摂食行動は促進される（Harper and Sanders 1975

；Addessi et al.2005）。食物を与えるというひとつの行為でも，働きかけ方によって，子どもの食

物への好みは影響される（Birch 1981；Birch et al.1980； Birch et al.1984他）。個々のもつ食物

への好みが，他者の示す好みによって覆されることもある。子どもが自分ひとりで試したときにはあ

まり好んで選ばなかった食物でも，親しい他者がその食物を食べるのを見ることで，子どもは同じ食

物をよりよく好んで選ぶようになる（Birch 1980； Duncker 1938；Marinho 1942）。 

 

ヒト以外の霊長類における食行動の発達 

 ヒトの子どもは実にさまざまな形で他者から影響を受けながら，食物への好みを形成していく。子

どもの食習慣を形づくる（あるいは改善する）うえで，食事場面における他者とのかかわり（相互交

渉）は，無視できない重要な要素といえる。こうしたヒトの食行動の生物学的基盤を探るさい，系統

上ヒトに近縁な霊長類種との比較はひとつの有用な手段だ。 

 霊長類は，動物種のなかでも比較的寿命が長い。他者とのかかわりが長くつづく複雑なものである

点も，ヒトと共通している。ヒト以外の霊長類の子どもが，他者とのかかわりのなかで，どのように

食物を選び食べるようになるのかについては，野外観察や実験により報告がされている（Boinski and 

Fragaszy 1989；Hauser 1993；Hikami et al.1990 ；King 1994；Milton 1993；Ueno 2005；Watts 1985；

Whitehead 1986；Visalberghi and Addessi 2003）。その結果，ホエザルやニホンザル，ゴリラやチ

ンパンジーにおいても，子どもは他者からの影響を受けながら，食物を選び食べるようになると考え

られている。しかしヒトに比べて研究は少なく，具体的にどのように，どれほど他者の影響を受ける

のかについては未解明な部分も多い。ここではヒトの食行動の生物学的基盤を探る第一歩として，食

物を介した他者との相互干渉に注目し，食行動の発達について，ヒトとニホンザル，チンパンジーの

比較を試みる。 

 進化的にみると，ヒトとチンパンジーは互いに，ニホンザルに比べてより近縁だ。チンパンジーの

祖先とヒトの祖先は約700万年前，ニホンザルの祖先とヒトの祖先は約3000万年前に分岐したといわ

れている。身体の成長速度は，ニホンザルに比べて，チンパンジー，ヒトでより遅くなる（表1）。離

乳までの期間や食行動の発達，社会関係にも，種による違いが見られる。 
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表１ 固形物食にかかわる発達の比較 

歯の発達 
種 名 

乳歯萌出 乳歯列完成 第一大臼歯萌出 
寿命（年） 出生体重（g） 

ニホンザル 1週間 6ヶ月 1.5年 20～25 500 

チンパンジー 2ヶ月 1年 3年 40～50 1800 

ヒト 8ヶ月 2.5年 6年 60～80 3000 

（松沢，2000より抜粋） 

 

(1) ニホンザル 

 ニホンザルは，日本に生息する唯一の霊長類（ヒトを除く）だ。北は青森，南は屋久島まで，さま

ざまな地域に生息し，利用する食物は，生息する地域や季節により異なる。複数の雌雄から成る群れ

で生活をし，森にあるさまざまな食物を食べる。 

 近縁種であるアカゲザルでは，生後数日の子どもが，甘味や苦味を異なるものとして知覚すること

が知られていることから（Ueno et al.2004），ニホンザルも同様に，生後間もない時点で，それらの

味の違いを知覚すると考えられる。子どもは生後約 2ヶ月で固形の食物を自ら食べはじめ，生後約 1

年で離乳する。 

 生後数ヶ月の間，子どもは大半の時間を母親のそばで過ごす。子どもにとって母親は，もっとも近

しい存在といえる。食物を食べる母親にたいし，子どもは顔を近づけて鼻面をかぐ，注視する，母親

のもつ食物を取ろうとする，などの行動を示す。これらの行動は，母親の食べる食物への関心のあら

われといえ，食物にかんする情報を得るのに役立つと考えられている注）。実際，ニホンザル母子間で

は，食物の好みが伝達することが実験により確かめられているが，そのさいきまって，相手の鼻面を

かぐ，注視するなどの行動が観察されている（Hikami et al.1990）。子どもが母親の食べる食物へ関

心を示すのにたいし，ニホンザルの母親が，自分のもつ食物を子どもに渡すことはほとんどない。 

(2) チンパンジー 

 チンパンジーは，アフリカに生息する大型類人猿の 1 種だ。複数の雌雄から成る群れで生活をし，

森にあるさまざまな食物を食べる。 

 ヒトやアカゲザルと同様チンパンジーも，生後間もない時点で，甘味や苦味を異なるものとして知

覚することが知られている（Ueno et al.2004）。子どもは生後約 4～5 ヶ月で固形の食物を自ら食べ

はじめ，生後約 3.5 年で離乳する。離乳までの長い期間を子どもは母親のそばで過ごす。子どもにと

って母親は，もっとも身近な存在といえる。 

 ニホンザルと同様チンパンジーの子どもも，母親の食べる食物に関心を示し，食物を食べる母親（ま

たは母親のもつ食物）を至近距離から注視する，母親のもつ食物を取ろうと手をのばす，口を近づけ

る，などの行動をする。こうした子どもからの働きかけにたいし，母親はもっぱら，食物を手の内に

                                 
注）ニホンザルと同じマカク属のトンケアンマカクでは，他個体の鼻面をかぐことで，その個体が食べた食物の情
報を得ていることが，実験により確かめられている（Drapier et al.2002）。 
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隠す，子どもに背を向けるなど，拒否行動を示すが，ときに母親は，自分のもつ食物の一部を子ども

に渡すことがある。母親から子どもへの食物の受け渡しは，子どもが母親の食べる食物について学ぶ

機会になるといわれている（Hiraiwa-Hasegawa 1990；Lefebvre 1985）。一見ヒトと同じものにうつ

る，こうしたチンパンジーの行動は，本当にヒトと同じなのだろうか。 

 筆者ら（Ueno and Matsuzawa 2004）は，チンパンジーの母親に食物を渡し，何が，どのように子ど

もに受け渡されるのかを観察した。その結果，つぎの 3 点が明らかとなった。1）母親からの食物の受

け渡しは，もっぱら子どもがねだることによりおこる。2）まれに，子どもがねだらないにもかかわら

ず，母親が自ら食物の一部を子どもへ差し出し渡すことがある。3）母親が自ら子どもに差し出すもの

は，果物の柄や種，しがみカスなど，母親が食べない部分に限られる。こうした特徴を見ると，子ども

にたいするヒトの食物提供とチンパンジーのそれとは，質的にだいぶ異なることがわかる。 

 さらに筆者ら（Ueno and Matsuzawa 2005）は，子どもにとって新奇な食物を提示したさいの子ど

もの反応と，母親との相互交渉について観察をおこなった。その結果，子どもは新奇な食物を食べる

のを躊躇し，摂食に先立ち，母親を注視する傾向があった。いっぽう，母親が積極的に子どもに働き

かけることはなかった。すなわちチンパンジーにおいて，子どもが食物経験をもつさい，子どもは母

親へ何らかの情報を求める傾向があるが，母親が積極的に子どもの食物経験にかかわることはほとん

どない。チンパンジーの母親は，子どもからの働きかけを許容するという形で，むしろ消極的に子ど

もの食物経験にかかわるといえるだろう。 

 

食物を介した相互交渉に見るヒトの特徴 

 ヒトの子どもは，出生後の数ヶ月はもっぱらミルクを栄養源として口にし，その後，徐々に固形の

食物を食べるようになる。ヒトの固形食開始時期やその内容，摂り方の決定は，養育者に委ねられる

ところが大きいため，子どもがいつ，どんな食物を，どのように食べるのかは，文化により異なると

考えられる（たとえば，髙田 2006；則松 2006）。ここでは日本を例としてあげる。 

 日本では一般に，子どもは生後約 5～6 ヶ月で離乳食を開始し，食物経験を重ねていく。離乳食の

開始当初は，もっぱら養育者が子どもの口に食物を運び，養育者主導で食事が進められる。しかし生

後 8ヶ月を過ぎるころから，子どもは受動的摂食（養育者が子どもに食べさせる摂食様態）にたいし

て拒否行動を示すようになり，自食の頻度が増していく（川田ら 2005；Negayama 1993 他）。先に述

べたとおり，完全に自食へと移行した後も，子どもは間接的・直接的に他者とかかわりながら食物経

験を積む。養育者は，「これを食べなさい」，「これは食べてはダメ」と子どもに教育をする。 

 ヒトの子どもが食行動を発達させていくさいの他者のかかわり方は，一見してチンパンジーやニホ

ンザルの場合と異なるように思われる。ニホンザルでは，母親から子どもへの食物の受け渡しはほと

んど見られない。チンパンジーでは，母親から子どもへの食物の受け渡しが見られるが，交渉の質は

ヒトのそれと異なっていた。チンパンジーの母親は，積極的というよりむしろ消極的に，子どもの食

物経験にかかわるといえるだろう。いっぽうヒトの養育者は，子どものもつ食物経験に，その開始時

点から，消極的にも積極的にもかかわりつづけると考えられる。 
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食行動の比較発達研究における今後の展望 

 食物の受け渡しに見られるヒトとチンパンジーの違いは何によるのだろうか。その答えを探るため

にはまず，母親の働きかけと子どもの働きかけ，それぞれをわけて種間で比較する必要があるだろう。 

 離乳期における食物を介したヒト母子間の交渉の発達については，これまでいくつかの縦断研究が

なされている（川田ら 2005；Negayama 1993 他）。それらは各家庭を訪問し，日常の食事場面を観察

するという手法にもとづくものだ。こうした手法は，食事内容の変化も含め，日常の自然な場面を切

り出して見ることができるという利点をもつ。しかし食物を介した母子間交渉は，交渉の媒介となる

食物が何であるかにより影響を受けるだろう。縦断観察をもとに，厳密に交渉の発達を抽出するため

には，全観察場面をとおして食物を統制し，食物の違いによる影響を排除することが必要だ。またヒ

トの場合，日常の食事場面では，子どもの摂食行動に母親が介入しがちなため，食物や母親にたいす

る子どもの反応を単独で抽出することは難しい。チンパンジーとヒトの直接比較をおこなうためには，

ヒトを対象に，あらたな手法をもちいた縦断研究が必要だといえる。 

 以上のことから，つぎの 2 点をふまえた研究が望まれる。1）母子に提示する食物を統制し，食物

を介した母子間交渉の発達を追跡する。2）母親の働きかけによる影響を排除して，食物や母親への

子どもの反応を単独で抽出し，その発達を追跡する。これにより，厳密な種間比較が可能となる。 

 ヒトにとって食事は，生きていくうえで必要不可欠な行為であり，かつ他者とコミュニケーション

をはかる大切な場でもある。とくに幼い子どもにとって，「食べる」という行為の前提には，他者（養

育者）とのかかわりがある。食行動は，生後数ヶ月から他者（おもに養育者）とのかかわりのなかで

絶えず繰り返されるものであり，食事場面には社会的認知の発達を支える基盤があるといえる。食物

を介した相互交渉の発達など，社会的側面に注目した食行動の比較発達研究は，社会的認知の発達や

進化を探るうえでも有用だと考えられる。 

 また食育を進めていくうえで，個食化，孤食化が進む現代においてはとくに，他者との食事がもつ

意味に注意を向ける必要がある。社会的側面に注目した食行動の比較発達研究からは，食育の実践に

おいても示唆に富む資料が得られるだろう。 
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